
  

答えは下にあります 

正解：② 
犬や猫は人間のように全身の皮膚に汗腺がなく、唯一しっかり汗をかくのは肉球なんです。 

汗だけでは体温調節が難しいので、パンティング（ハアハア呼吸）で体を冷やしています。 

 

ワンちゃん・ネコちゃんの体温調節 

犬や猫の体の中で一番汗をかくのはどこでしょう？ 

② 肉球 

③ おなかの皮膚 

 

 

①  舌（ベロ） 

 

犬や猫は人間のように全身から汗をかいて体温を下げることができません。 

体温調節のほとんどを「パンティング（ハアハアと舌を出して早い呼吸をする

こと）」で行っています。 

 

犬や猫は人間のように全身から汗をかいて体温を下げることができません。 

そのため、犬は「パンティング（ハアハアと舌を出して早く呼吸すること）」という方法で体

の中の熱を逃がし、体温調節をしています。猫は基本的にパンティングを行わず、暑いとき

には風通しの良い場所や涼しい場所を探して体温を下げようとします。 

※猫が口を開けてハアハアしている場合は、熱中症などの体調不良のサインである可能性が

あるため要注意です。 

汗をかいて熱を逃がすことができない犬や猫にとって、「お水をこまめに飲めるようにする」

「涼しい場所を用意する」「暑い時間帯の散歩を避ける」など、飼い主さんの工夫が大切です。 


